
ロ ン ド ン, ウ ェ ス ト ・エ ン ド

時 代 のG・V・ ロ ー シ ー

日 下 四 郎

まず今 日まで全 く不 明とされて い るローシー一

(Giovanni Vittorio Rossi)*1の 生 没年 に

ついてで あるが, 大 正七年(1918)に 書 かれた松

居松翁 の一文 『日本歌劇 の犠牲者 』*2の 中に, 以

下 のよ うな一節が ある。 「璽璽君, 僕 は十 六才の時

に東洋へ来 た ことがあるのだ。 僕 は当時四十三人

か ら成 るコ ミック ・オペ ラの座員の一 人で, ジ ャ

バの立派 なオペ ラ座で興行 した。 それか らスマ ト

ラ, シ ンガポール, 彼 南, バ ン コック, コ ロンボ

と巡業 してイタ リアへ帰 った。 爾 来 ここに三十有

七年, 東洋 の盟主た る日本 の首 都で コ ミック ・オ

ペ ラが時機 尚早の誤 り……云々」。て れ はローシ

ーが六年 間にわた る日本での芸術活動*3に 敗れ, ・

ア メ リカに再起の地を求めて横浜か ら出航する時, 

見 送 りに来たただひ とりの 日本人松居松翁 にも ら

した述懐の一 部であ る。 ところが ここに メモされ

た数字(… の部分)を もとに, この 日か ら年 月

をさかのぼ って行 くと, 彼 の生れ は大体1965年 で

あることが算出出来 る。 とすれば この非運 な芸術

家が来 日 したの は, 彼 が四十七才の ときで あ り, 

離 日 したこの年に はもはや五十三才 に達 していた・

そ もそもローシ-は イタ リア派バ レエメソー ドの

巨匠チェケ ッティ(Enrico Cechetti 1850-

1928)の 高 弟の ひと りだ ったとされて お り, 従 っ

て この年令推定 は, の ちに ニュー ヨ-ク メ トロポ

リタ ン ・オペ ラのバ レエ ・マスタ-に もなった彼

の同門アルバ チェ リ*4 (Luigi Albertieri)の 生

年が1860牢 前 後 とされて いる*5こ とか らも無理 な

く納得 出来 る年次で あろう。

次に来 日以前 のその経歴で あるが, 日本 では直

前まで ロン ドン, ウ ェス ト・エ ン ドにある伝統 的

な劇 場 ヒズ ・マ ジェスティ座*6な らびにアルハ ン

ブラ劇 場*7の バ レエ ・マスタ-を つ とめていた と

い うのが定説 となっている。 と ころ で今 回 私 が

1897年 か ら1913甲 に至 る前者 の全プ ログ ラム*8に

目を通 した ところ ロー シーの名 はど こに も発見 出

来なか った。 この当時 ヒズ ・マ ジェステ ィ座は専

らシェクス ピア作 品を中心 にプロ グラムを組む硬

派の劇 場 として, 有 名な沙翁俳優 トリー(Sir

Herbert Beerbohm Tree 1853-1917) の

経 営 ・支配す るところで, か つてイギ リス最初の

オペ ラ劇場 と して知 られた1867年*9ま で とは, す

っか りその性格 ・方針を一 変 していた。 一 方, ア

ルハ ンブラ劇 場での動向については, イ ギ リスの

ジャーナ リス ト兼 文筆 家ペル ージィニ (Mark

Perugini?～1948)の 手 に よる同座の劇場史*10

が あ り, そ の 文中1901年 に 上演 され た 『The

Handy Man(便 利 屋)』 とい う作品のス タ ッフ

に初 めて ロー シーの名が現れ る。 以来 その来 日ま

で, 同 じ ミュー ジックホール系の劇場 エンパ イア

・シアター*11と もど も, バ レエ, オ ペ レッタ, パ

ン トマイムなどの軽演劇系 列の作品 にダンサ-及

び振付家 と して かわっていた とい うのが事実 らし

い。

それな らば何故彼 のキ ャ リアに ヒズ ・マ ジェス

テ ィ座の名が出て来 たかであ る。 それ は当時歌劇

部の指導者 を求 めて帝劇 の西野専務が 日本か らロ

ン ドンへ渡 った とき, ロ ー シーを推薦 したのが ヒ

ズ ・マ ジェステ ィ座主宰 であ った トリーであ るこ

と(そ の間の事情 については同 じく 『日本歌劇の

犠牲者 』に詳 しい), そ れ ともうひ とつ は同座の

名がスカ ラ座一 派*12の イ タ リア人芸術家たちに と

って, もっ とも名誉 あ る職場 と して神 聖視 されて

いたか らに他 な らない。*13そ の 歴史的事実が, 心

理的な もの としてロー シーの心の中に あって, 在

日中その口吻か ら不正確 に もれた こと も充分考え

られ る。

この裏付 け として例 えば以下の記事 に注 目 した

い。 その第一。 「ロ ン ドンのエ ンパ イア及 びアル

ハ ンバ レ ー 両座にあ り, か たわ ら英人に ダンス

を教授 しいたるイタ リア人 ロー シー氏を二ケ年雇

入の契約 を もって……」(『 都新開 』明治45年8

月6日 付)そ の第二。 「この人 がアルハ ンブラや エ

ンパ イヤのバ レーマスタアであ ったか らと言 って, 

劇 の ことが解 ってたまる ものか と罵 しる人 もある

が……」(『 〈エ レク トラ〉上演覧書 』 大正2

年 松居松翁)。 これ らロ ーシー来 日直後の記述

中には ヒズ ・マ ジェステ ィ座の文字 はどこに も現

れない。 反 対にアルハ ンブラ及びエ ンパ イアの両

座がは っき り彼の前歴 として説明 されてい るにす

ぎない。 ところがそれか ら数 年た った大正七年に, 

雑 誌 『音 楽界 』が 「ロー シーオペ ラ没落史」*14と

い う, 記 事 を掲載 し, そ の冒頭で, 「……彼の熱

烈な気性, 頑 固な性癖 は経 る処の人 と合わずに, 

い つ も終 りを完ふ しなかった。 彼 が ラ ・スカ ラ座

を追 われ, ヒズ ・マ ジェステ ィ座を追われたの も

云々」 と初 めて同座の名を彼のキ ャ リア と して引

用 してい る。三 回にわたる こ の連 載 は, 前 述 の

『日本歌劇 の犠牲者 』が書 かれたす ぐあ との時期

に始ま ってお り, 従 って同文中に松翁 が明 らかに

した トリーが らみのロ ン ドンでの ロー シー推挙の

件りを, う っか り読 み違 えて ヒズ ・マ ジェステ ィ

座にいた と書 いたこと もあ り得 る。 いずれに して

もこれがさそい水 のよ うに, 以 後 ロー シーの経歴

説明にはいつ しか ヒズ ・マ ジェステ ィ座の名称が

付随 するよ うにな り, 戦 後 出版 されたい くつかの
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関 連 書 や 伝 記 に も＊14疑 問 視 さ れ る こ と な く採 用 さ

れ て 来 た。

*1) Rossiは イ タ リア語 で正 確 に は ロ ー シ ー

と発 音 さ れ る べ き で あ る。

*2)『 日本 歌 劇 の犠 牲 者 』大 正15年(1926)

中央 美 術 社 発 行 単 行 本 「劇 壇 今 昔 」 所 収。

文 末 尾 に大 正7年3月9口 と い う日付 サ イ

ンが あ る。

*3) 日本 で の 芸 術 活 動 は大 正 元 年(1912)8

月5日 の 来 日 に始 ま り, 大 正7年3月19日

の 離 日 に終 る。

*4) アル バ チ ェ リが チ ケ ッテ ィ門 下 で ロー シ

ー と共 に学 ん だ こ と は, 故 高 田 せ い 子 が 無

産 党 の 闘 士 片 山潜 の娘 や す 子(彼 女 はニ ュ
-ヨ ー クで アル バ チ ェ リに学 ん だ)か ら聞

い て 知 って お り, その た め 大 正11年 ア メ リ

カ へ 渡 った と き, ス タ ジオ に ア ルバ チ ェ リ

を訪 ね た が, 一 週 間 違 い で 当 地 を訪 れ た ロ

ー シ ー と違 う こ とが 出来 な か った。(筆 者

の 高 田 氏 か らの 直接 取 材 に よ る)

*5) 1860年 の 数字 は 「The Dance Encyclo-

pedia」by A. Chujoy & P・W

Manchester Simon&Schuster社

版 所 載。

*6) His Majesty/sTheatre. 

この劇 場 の 歴 史 は 古 く, 1705年4月, ア

ン女 王 の 治 世 下 に創 設 さ れ, 当 時 の名 は ク

ィー ン ・シア タ ー(Queen's Theatre

1705～1714)で あ った。 そ の後 キ ング ス ・

シ ア タ ー(Kingls Theatre 1714-

1837), バ ー ・マ ジェ ス テ ィ座(Her

Majesty's Theatre 1937-1901), ヒ

ズ ・マ ジェ ス テ ィ座(His Majesty's

Theatre 1901-1952) 時代 を経 て, 

現 在 もエ リザ ベ スニ 世 女 王 の治 下, 再 びハ
ー ・マ ジ ェ ス テ ィ座 の 名 の もと に健 在。

*7) The Alhambra. 1854年 創 設 当 時 は

円型 の科 学工 芸 展示 館 だ っ た。1860年 に舞

台 を加 え ミュ-ジ ック ホ ール と な り, 更 に

1870年 正 式 に劇 場 と して登 録 され る よ う に

な っ てか ら, '1936年9月 に閉 館 され る まで, 

バ レエ作 品や オ ペ ラ ・ブ ッ フ ァの 上 演 で 有

名 だ っ た。 現 在 は オ デオ ン ・シネ マ と い う

映 画 館 に な って い る。

*8) ト リー の釆 配 下, 硬 派 の 劇 場 と して 第 四

次 の ス タ ー トを切 っ た1897年4月, そ の 幕

開 け作 品 と して 上 演 さ れ た 「Season」

「The Seats of the Mighty」 に 始

ま り, 1913年3月 の 「The Happy Islan司

に至 る計48作 品 のプ ロ グ ラム(British

Museum Library, Enthoven Coll-

ection)。 そ の 中 で 「Tempest」(1904

年9月), 「Anthony and Cleopatra

(1906年12月),「Attila」(1907年9月)

及 び 「As you like it」(同 年10月)

の4作 品に劇中バレエが挿入されていて夫

々振付担当者が明記されているがRossiの

名は見あたらない。

*9)こ の年同劇場はヴクトリア女王治世下大

火にあって焼失, オペ ラ劇場としての盛名

と共にその第二期を終える. 第三次は69年

に再建, 77年 に劇場として復活 したがふる

わなかった。

*10)「The Story of "The Alhambra

1854-1912"」 雑 誌 『The Dancing

Times』1915年2月 号～6月 号所載。同文

中Rossiの 名 は 「The Handy Man」

(1907年1月),「Les Clochesde

Corneville」(1907年10月),「The

Two Flags」(1908年5月)な どの作品と

共に見える。特に 「コルネ ヴィーユの鍾

(Les Cloches de Corneville)」 は

7ケ 月の日延べ, 2年 後の再演 という人気

を博 した作品で, 守銭奴コルネヴィーユに

扮したRossiは 筆者ペルージーニも絶讃 し

ており, これが後年彼の来 日後, 帝劇での

上演につながっていることは明らか。尚後

にローシー夫人となった女優ジュリアの名

は1893年 ごろから見える。

*11) Empire Theatre. 1887年 に建て ら

れ, 1914年 第一次世界大戦勃発と共に閉鎖

された。アルハンブラ劇場と並んでロンド

ンの軽演劇劇場として知 られ, E・ チケッ

ティもここでイギ リスでのデ ビュ-を 果し

ている。

*12)「 〈エ レクトラ〉上演覚書」。大正15年

中央美術社発行 『続 ・劇壇今昔 』所収。

*13)「 ローシーオペラ没落史」。河野良助。

雑誌 『音楽界 』大正7年5月 ～7月 号(199
-201号)三 回にわたって連載ORossiに

対する感情的攻撃態度が見える。

*14)「 赤坂ローヤル館とローシーオペラ」松

本克平著 『新劇貧乏物語 』筑摩書房1966

年所収P. 584. 内山惣十郎著 『浅草オペ

ラの生活 』 雄 山閣1967年P. 21. 日

下四郎著 『モダン・ダンス出航 』木耳社, 

1976年P. 40. その他の百科辞典類など。

〈関係参考資料〉
[King's Theatre 1704- 1867J by 
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Theatre Research 1972) 

o[London Theatres as Music Halls 

1850-1950J by Diana Howard ( The 
 Library Association 1970) 
o [History of the London stage 

 and its famous players 1576-1903] 
 by H. Barton Baker(George Routledge 
 and sons, Limited 1904)
・ 「ロンドンの劇場」大場建治著(研 究社版

1975年)
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